
平成 1 8 年度

三重大学教育学部附属教育実践総合セ ンタ
ー 年報
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構成員 (平成 19 年 1 月 31 日現在) :

セ ン タ ー 長 ( 併) 佐藤 虜和 教授 (hi r o @ e d u ･ m i e - u ･ a c .j p , 0 5 9
-

2 3 1
-9 3 3 9)

専任教員

教育工 学部門

教育実践研究部門

教育臨床研究部門

客員教員

下村 勉 教授 ( si m o m u r a @ e d u . m i e - u . a c .j p ､ 0 5 9
-2 3 1 -9 3 4 0)

須曽野仁志 助教授 (s u s o n o @ e d u . m i e -

u . a c .j p ､ 0 5 9
-

2 3 1 -9 3 4 1)

小 山内 賓 教授 ( o s a n a i @ e d u . m i e - u . a c .j p ､ 0 5 9
- 2 3 1 - 9 2 8 4)

岡田 珠江 助教授(t
-

o k a d a @ e d u . m i e - u . a c .j p ､ 0 5 9
- 2 3 1 - 9 2 5 0)

太田 克子 客員教授

事務補佐員 大平 幸枝 (o h i r a @ s al o n . e d u . m i e - u . a c .j p ､ 0 5 9
- 2 3 1 - 9 3 3 9)

■ 学内での年間活動状況

a) セ ン タ ー 主催 ･ 共催 の研究会 ･ 研修会

名 称 概 要 時 期 期間 対 象 回 数 参加者数

セン タ
ー 主催 iC E R P 研 部門､ 学部､ 附属 の 連 2 0 0 6 .8 -

1 年
学部

.

附属
.

年 3 回
延 べ

究会 携のため の研究会 2 0 0 7 .3 他 約 24 0 名

学習支援研究会
月例会で の研究 . 実践 2 0 0 6 .4 -

1 年
学校教育関係

年 12 回
延 べ

の発表と討論 2 0 07 . 3 者 約 16 0 名

三重イ ン タ
ー ネ ッ ト教育 メ

ー リ ングリ ス トによ 2 0 0 6 .4
′ -

.
1 年
学校教育関係 登録者

利用研究会 ( M ⅠE U P) る交流と合宿 (1 回) 2 0 0 7 . 3 者 約 80 名

学会研究会の共催 ( 日本

科学教育学会平成 17 年

度第 6 回研究会, 日本教

育工 学研究会平成 18 年

9 月研究会)

研究会開催大学 とし て

の企画運営を担当

20 0 6 .6 . 2 4

2 0 0 6 .9 .2

1 日 学会員､
一

般 2 回

6 月 46 名

9 月 55 名

セ ン タ ー 主催 教育臨床 事例研究及び描画を用 2 0 0 6 .4 -

1 年 県内学校園 年 10 回
登録約 15 名

研修講座 い たかかわ り方 2 0 0 7 . 2 延べ 15 0 名

教育学部フ レ ン ド シ ッ プ 小学生の た め の ホ
ー ム 2 0 0 7

1 日 小学生 1 回
小学生22 名

事業 ペ ー ジ作成教室 1 .2 9 大学生22 名

b) 附属学校園 と の共同研究プロ ジ ェ クト/ 研究会/ 研修会

名 称 概 要 時 期 期間 対 象 回 数 参加者数

附属学校園全体研修会 附属学校園 の連携
20 0 6 .7 -

2 0 0 7 .3

1 日
附属/ 学部教

負
3 回

附属幼稚園 園内研修会 発達支援の 勉強会
20 0 6 .

8 .1 8
1 日 附幼教員 1 回 8 名

- 1 5 5 -



c) セ ン タ ー 専任教員の 学部 ･ 大学院教育 へ の 参与状況

● 学部担当授業

担 当 教 員 名 授 業 料 目 名 コ マ 数 人数 学 期 備 考

下村 勉 教育工 学 1 コ マ 4 7 名 後期

下村 勉 教育工 学演習 1 コ マ 1 3 名 前期

下村 勉 社会情報講究Ⅰ 1 コ マ 6 名 通年

下村 勉 . 須曽野仁志 情報科教育法 1 コ マ 2 4 名 通年

須曽野仁志 教育工学 1 コ マ 3 0 名 後期

須曽野仁志 教育実践演習 1 コ マ 6 名 前期

小 山内 賓 児童臨床JL ､ 理 学 2 コ マ 4 5 名 前後期

小 山内 賓 教育臨床Ⅰ 2 コ マ 8 2 名 前後期

岡田 珠江 教育臨床Ⅰ 2 コ マ 8 0 名 前期

岡田 珠江 カウ ンセリ ング実習 1 コ マ 1 5 名 後期

岡田 珠江 学校カウンセリ ング 1 コ マ 2 8 名 後期

● 大学院担当授業

下村 勉 教育工学持論 1 コ マ 1 3 名 前期

下村 勉 課題研究Ⅱ 1 コ マ 1 名 前期

下村 勉 教育工学持論演習 1 コ マ 3 名 後期

下村 勉 課題研究Ⅰ 1 コ マ 4 名 後期

下村 勉 課題研究Ⅲ 1 コ マ 1 名 後期

須曽野仁志 学習支援持論 1 コ マ 1 3 名 前期

須曽野仁志 学習支援持論演習 1 コ マ 7 名 後期

小山内 賓 臨床心理学特論 1 コ マ 3 名 前期

小 山内 賓 臨床心理 学持論演習 1 コ マ 3 名 後期

小 山内 賓 課題研究 Ⅱ 1 コ マ 1 名 前期

小山内 賓 総合教育特別研究 Ⅰ 17 名 前期

小山内 賓 課題研究Ⅲ 1 コ マ 1 名 後期

小山内 賓 課題研究 Ⅰ 1 コ マ 1 名 後期

岡田 珠江 学校臨床心理学持論 1 コ マ 8 名 前期

岡田 珠江 学校臨床心理学持論演習 1 コ マ 2 名 後期

● 教育学研究科免許法認定公開講座

岡田 珠江 学校臨床心理学持論 1 コ マ 1 5 名 集中 7 / 3 1 ､ 8 / 1 ､ 2 4 ､ 2 5

下村 勉 . 須曽野仁志 学校教育特別研究 1 1 コ マ 10 名 集中 7 / 28 , 2 9 ､ 8 / 2 8 ､ 2 9

【学 部】 ○卒業研究生受け入れ ･ 卒業論文指導

情報教育課程 2 年生 : 6 名､ 3 年生 : 5 名､ 4 年生 : 6 名, 計 1 7 名)

【大学院】 ○大学院生 の修士論文指導 7 名
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■ 対外的な教育
･

研究活動状況

a) 都道府県/ 市町村/ 公立学校との 協同事業によ る研究会
･ 研修会

名 称 概 要 時 期 期間 対象 回数 人数

情報教育教員内地留学生
県教育委員会派遣の 教

員の 受け入れ

2 0 0 6 .4
-

2 0 0 7 .3
1 年 学校教員 2 名

学校カウ ンセ ラ
ー

養成内 県教育委員会派遣の 教 2 0 0 6 .4 -

1 年 学校教員 4 名
地留学生 員の 受け入れ 2 00 7 .3

三 重 大学ア カ デ ミ ッ ク

フ ェ ア . ポ ス タ
ー セ ツ

シ ョ ン 出展

内地留学生 (情報教育

･ 教育臨床) 卒研生の

研究成果の 展示

2 0 07 .

2 .1 7
1 日 一 般 1 回

H P ス
ー パ ー サ イ エ ン ス

キ ッ ズ, ス クイ
- ク .

ワ
-

ク シ ョ ッ プi n 三 重

ス ク イ - ク .

ワ
ー ク

シ ョ ッ プの 企画お よび

開催支援

2 00 6 .

5 . 2 0
1 日 小学生 1 回 2 0 名

国際教育推進プ ロ グラム

( 津市
. 三 重県教育委員

シ ンポジウム , ス クイ -

ク 研修会､ パ ンゲアア

クテ ィ ビテ イ ､ フ ィ
ー

ル ドサ ー バ ー

研修会,

開催支援等の協力

2 00 6 .8
′
- の ベ

各回 で異なる 7 回
の ベ 約 10 0

会 . 三 重 大 学 . N P O 等

の共同プロ ジ ェ クト)

2 0 0 7 .3 7 日 名

三重大学公開講座
e ラ ー ニ ン グを活用 し

た参加型教育 講師

2 00 6 .

1 0 .2 1
1 日

一

般 1 回 7 名

三重県教育職員免許法認 教育職員免許法認定講 20 0 6 . 8 . 3
4 日 学校教員 2 0 名

定講習 習 講師
メ -

8

三 重大学高等教育創造開

授業改善の た め の講座

講師 2 00 6 .6
2 日
大学教員

2 回
発セ ン タ

ー カ フ ェ ｢ 大福帳｣ ｢ ポ ー トフ オ

リオ｣

メ
- 7

一

般

三重大学キ ャ ン パ ス サイ

ドス ク
ー ル協働プロ ジ エ

ク ト

大学周辺小学校との 協

働教育実践

2 0 0 6 .4
-

2 0 0 7 .3
1 年 学校教員 15 回 2 0 名

津市立栗真小学校 3 , 4 プ レゼ ン テ
ー

シ ョ ン資 2 0 0 6 .

1 日 児童
.

学生 1 回 4 0 + 4 0 名
年生授業学生派遣 料作成支援授業 l l .2 1

四 日市市立八郷西小学校

へ の支援者の派遣

｢総合的な学習の 時間｣

に お ける S q u e a k の 実

践の 支援

2 0 0 6 .4
-

2 0 0 7 .2

1 年 児童 5 回 1 9 名

三重県教育委員会 ｢情報

教育 oJ T 実 践研 修講 座

講師｣

講演､ 指導
. 助言

2 0 0 7 .

2 .1 7
1 日 学校教員 1 回 3 1 名

三重県内教員対象

e
- L e a r n i n g 研修

デジタル ス ト
ー

リ
ー

テ

リ ン グ . ス クイ
- ク

支援
.

助言

2 00 6 .8 学校教員 数回 2 4 名

津市教育研究会情報教育 情報教育部会研修会 2 0 0 7 .

1 日 学校教員 1 回 4 0 名
部会 講師 2 .1 4

名張市 つ つ じが丘 小学校 描画を用い た子ど も理 2 0 0 6 .

1 日 学校教員 1 回 3 0 名
校内研修会 解と対応法 講師 8 .2 9

松阪市松阪教育支援セ ン

夕 - 特別相談
事例検討会 講師

2 00 7 .

1 . l l
1 日 相談員 1 回 3 名
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名 称 概 要 時 期 期間 対象 回数 人数

松阪市教育研究会教育相

児童生徒理解 ｢ 描画を

活か した教師の ため の 2 0 0 6 .

1 日 学校教員 1 回 5 0 名
談部会主催 事例検討会 カ ウ ン セ リ ン グ入 門｣

講師

7 .2 6

松阪市久保中校区青少年

健全育成会主催 教育講

演会

みん なでや ろう楽し い

子育て 講師

2 0 0 6 .

8 .1 9
1 日
保護者 . 教育

関係者
1 回 20 0 名

松阪市立山室山小学校主 課題を抱えた子 ども の 2 0 07 .
1 日 学校教員 1 回 35 名

催 校内研修会 理解と支援法 講師 2 .1 4

三 重県適応指導教室ス キ 描画を用い たカウンセ 20 07 .
1 日 相談員 1 回 20 名

ルア ツ プ研修会 リング 講師 2 .
1 5

セ ン タ ー 描画研究会
新描画法開発 とそ の 試

行

200 6 .6 .21
-

2 00 7 .1 .5
1 年間

教員

院生
5 回 延 べ 19 名

b) 教育臨床部門専任教員による公立学校等 へ の カウンセリ ン グ/ コ ン サ ルテ
ー

シ ョ ン活動状況

･ 教育実践総合セ ンタ ー 心理相談室 ( コ ン サル テ ー

シ ョ ン
･ 通年 ･ 県内学校園教員 ･ 週 1 回 ･ 延 べ 3 6 人)

･ 教育実践総合セ ンタ
ー

心理相談室 ( カウ ンセ リ ン グ ･ 通年 ･ 県内児童生徒､ 保護者 ･ 週 2 回
･ 延 べ 5 0 人)

･

教育実践総合セ ンタ
ー 心理相談室 ( ス

ー パ ー ビ ジ ョ ン ･ 通年 ･ 臨床心理士 ･ 月 2 回 ･ 延 べ 2 0 人)

･

描画を用い たカウンセリ ングの実施 ( カ ウ ンセリ ング
･ コ ン サ ルテ ー シ ョ ン

･ 通年 ･ 児童生徒, 教員､ 保護者 ･

週 1 回 ･ 延 べ 30 0 人)

c) そ の他

･ 四 日市市立教育セ ンタ ー ･ 視 聴覚セ ンタ ー 運営協議会委員長 年 2 回

･ ス ク ー ル カ ウ ン セリ ング研究会 (事例検討会
･

隔月 1 回
･

県下臨床心理士
･

6 回
･

延 べ 3 5 名)

･ 養護教諭カウンセリ ング研究会 (事例検討会 ･ 隔月 1 回 ･ 県下養護教諭 ･

5 回 ･ 延 べ 2 0 名)

■ セ ンタ
ー の外部資金導入状況

a) セ ン タ ー 専任教員が研究代表の科研費受給状況

助成金名称 研究題目 本年度金額 研究期間 研究代表者

文科省科学研究費補助金 学習成果の 活用
.

継承を重視した プ レ ン
1 8 0 万 円

2 0 0 5
′
-

下村 勉
基盤研究 c デイ ツ ド . ラ

ー

ニ ングシ ス テム の 開発と実践 20 0 6 年度

三 重大 学若手研究 プ ロ 小学校カウンセ リ ン グにおける短期的描画
5 0 万円 20 0 6 年度 岡田 珠江-

-i ; エ ク ト研究費 療法の 日独比較

b) セ ン タ
ー

専任教員ある いはセ ンタ ー と して 受給した学内科研

助成金名称 研究題目 本年度金額 研究期間 研究代表者

三重大学 C O E - B

感性 シ ス テム の 構造化とそれ を基盤とした

アク シ ョ ン リサ ー チ的アプロ ー チ の 可能性

の探求

3 0 万 円
2 00 4

-

2 0 0 8 年度

根津知佳子

(分担:岡田珠江)

■ 将来構想

○新設の i C E R P 研究会の継続発展を中心に, 部門
･

学部
･

附属
･ 地域の 学校等 との連携をはかる こと

○現職教員の資質維持 ･ 向上 の ため ､ 研修講座と内地留学の カリキ ュ ラム を充実させ る こ と

○大学周辺公立学校お よび附属学校園と協働プロ ジ ェ ク トの 推進を展開するこ と

○共同研究プロ ジ ェ ク ト等を通し て の関係機関との連携強化をはか る こ と
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